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ジャンボタニシ被害を防ごう！ 

おすすめ薬剤 

)) ―ＴＡＣ information―  

力強い挨拶をされた冨阪裕一組合長 
 1980 年代に食用目的で日本に導入されたスクミリンゴガイ（通称ジャンボタニシ）は野生化し、基本的に柔

らかい葉を好んで食べ、移植直後のイネで食害による欠株の被害が発生しています。本年の冬季の気温は総じて

高く、寒さに弱い貝は越冬する数も多めと予測されることから、今年は被害の増加が予測されます。 

 被害状況の特徴ですが、田植え後 20 日までのイネが柔らかい時期に集中しており、水温が高くなるほど活動

が活発になり被害が増加します。また、深水になる田面の低い箇所やマクラ周辺に被害が目立ち、大型になるほ

ど食害量は大きくなります。 

 そのような食害から守るためには圃場への侵入を防ぐ「入れない」、貝がイネに寄り掛かれないよう「食べさせ

ない」、越冬個体を少なくする「広げない」ことがポイントです。 

 具体的な対策としては以下のことが必要となります。 

(1) 水路の泥上げや取水口からの貝の侵入防止など用水路や取水口の管理をしっかりとする。 

(2) 貝は水中でしか稲を食べることができないので、水深４㎝以下とできる限り浅水管理を行う。 

(3) 冬場に耕耘し物理的に破壊したり殻を傷つけ寒さの耐性を低下させることや、卵は水面下へ払

落し個体を駆除する。 
 それでも食害が発生したら防除剤で迅速に対応しましょう。詳しくは JA、普及センターにご相談ください。 

近年増加しているゲリラ豪雨などの多量の雨水が貝の移動手段となった急激な多発には、特に早急な対策が必要

となります。 

 的確な対応でガッチリとイネを守り、実りの秋に繫げましょう。 

 上記のような対策を行っても、ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）被害が発生してしまう場合

があります。 

 また、一旦発生してしまうと、すべてを駆除することは非常に困難で毎年被害が発生してしまう

可能性が非常に高くなります。 

 その場合には、薬剤での防除をオススメします。 

毎年被害が発生する場所では、移植直後や被害発生前に散布して下さい。 

 ※裏面にチラシを掲載しています。 

和名 スクミリンゴガイ、ジャンボタニシ 

学名 Pomacea canaliculata 

英名等 Apple snail 

自然分布 南米 

形態 

殻高５ｃm以上になる大型の巻貝。最大で８ｃｍほどになる。殻の形状

はタニシ様で、赤褐色の帯が 10～15本ある。殻の螺層の縫合がくぼ

んだ溝状になる。 

生息環境 
淡水性、水田など。温度選好性：低温耐性は低く、0℃で 25日、－

6℃で 24時間以内に死亡。冬季は土に潜る。 

繁殖生態 

雌雄異体。雌貝が夜間水上に出て植物体や水路壁に鮮紅色の卵塊

を生む。1卵塊に 200～300卵程度で、産卵頻度は 3～4日に一度、

焼く 10日で孵化し、2 ヵ月程度で成熟する。繁殖期：特に無し。沖縄

では、1～2月を除いて通年繁殖。 

生態的特性 

鰓と肺様器官を持ち、水中では鰓呼吸、空気中では肺呼吸する。雨

の日などは畔も横断する。乾燥した条件では口蓋を閉じて代謝を下

げ、長期間生存する。 

※国立環境研究所 HPより引用 ジャンボタニシ被害にあった水田 

ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ） 

オススメ薬剤「スクミノン」 

ジャンボタ

ニシの卵塊 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


